
「あなたはなぜそこに座ったのですか？」
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事前にウェブサイトからの参加申込を
お願いしています。当日参加も可能です。

参
加
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込 www.is.tohoku.ac.jp/sympo/

アクセス　

参加無料

定員150名 市営地下鉄東西線青葉山駅北1出口から徒歩1分
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行 動 の “ みなもと”を探る。行 動 の “あらわれ ”を読み解く。

「 私はなぜここに座ったのだろう？」

「
情
報
科
学
」か
ら「
行
動
の
因
果
」を
考
え
る
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東北大学 大学院情報科学研究科
is-somu@grp.tohoku.ac.jp   TEL:022-795-5813

主催 東北大学 大学院情報科学研究科 総務係お問い合わせ

E-mail



自分らしさを構成するゲノム

“みなもと”を探る。“あらわれ”を読み解く。
東北大学  大 学 院 情 報 科 学 研 究 科シンポジウム　「情報科学」から「行動の因果」を考える

駅や公園、教室などで、座る席を選ぶことは日常的な行動の一つです。でも「なぜそこに座ったのか？」と問われたら、あなたはその行動を明快に説明できるで

しょうか。理由は一つではないかもしれませんし、特に理由なく選んでいることも多いでしょう。実際、私たちの行動にはとても多くの要素が関係しており、そこには

人類共通の普遍的な理由も、ある人に特有の理由もあるはずです。そこで、今回の情報科学研究科シンポジウムでは、「情報科学」の視点から「行動の因

果」を解き明かしたい。行動の"みなもと"を探り、行動の"あらわれ"を読み解くことで、自分の行動をどのように理解できるのか。本シンポジウムに参加して、私た

ちの日々 の行動に潜む自分らしさを、一緒に考えてみませんか。

会場の都合上、事前登録をお願いします。
当日の参加も可能ですが、席の準備ができな
い場合はご了承ください。

2017年2月18日（土）
Program

市営地下鉄 東西線 青葉山駅 北1出口より徒歩1分
（地下鉄仙台駅から9分）

東北大学 大学院情報科学研究科棟 2階 大講義室会　場 ：

日常生活の中にある無意識の行動や選択。それらは、文化や経験を背負った唯一無二の存在として
の個性のあらわれなのか? それとも、ヒトという生物としての特質のあらわれなのか？ 行動の「自分らし
さ」について、自分を他の人と区別する視点からだけでなく、他の生物と区別する「ヒトらしさ」という視
点からも考えてみます。

ゲノム解析の進歩に伴い、親子が似ているメカニズムやゲノムが自分ら
しさを決める仕組みの理解が急速に進んでいます。本講演では、ゲノム
解析研究の最近の進歩の一端として、同じ人を異なる遺伝子検査
サービスで解析し、その結果を具体的に比較することで、個人のゲノム
解析サービスの可能性と課題を探ります。

木下 賢吾 教授
（応用情報科学専攻 応用生命情報学）

ゲノム科学の視点から　

講演1 ストレスと行動の接点を探る

変動する外界の影響を受け、私たちは日々流動的な状態にあります。特に
私たちの状態を「歪ませる」ストレスは、時として生存そのものを脅かす要
因にもなります。これに抗するために具わっているのが生体内部環境を維
持する防御システムです。今回は、特に脳内ストレス防御機構とその行動
への影響について皆さんと一緒に考えてみたいと思います。

井樋 慶一 教授
（システム情報科学専攻 生体システム情報学）

神経科学の視点から

講演2

生物行動のシステム科学

動物にとって移動することは最も重要な生命活動の一つです。適切な
経路を選択して目的地に到達することを「ナビゲーション」と呼びます
が、ナビゲーションには環境や体内の情報を移動行動に反映する能力
が不可欠です。今回は、生物のナビゲーションの仕組み（脳内計算）を
システム科学的に解明する手法を解説します。

橋本 浩一 教授
（システム情報科学専攻 知能ロボティクス学）

システム科学の視点から　

講演3

マンガの読みの視線行動

マンガの読者は、線画に文字、音韻情報といった複雑な情報を統合し
ながらストーリー（シーンの時空間的な連続性や事象の変化）を理解し
ていきますが、その際の視線の動きには読み手の性別や性格などが反
映されます。今回は、マンガの読み手の個性と視線行動との関連性に
ついて、アイトラッキング実験の知見から考察します。

和田 裕一 准教授
（人間社会情報科学専攻 人間情報学）

認知心理学の視点から　

講演5

親離れ子離れの数学

生物現象研究の学際分野として数理生物学が扱ってきたテーマの一つ
が動物の行動です。本講演では、動物の親子関係を進化の帰結として捉
える生物学の理論の一例として、数学を用いて展開される親離れ・子離
れのタイミングの決定理論について紹介します。現象の科学的な捉え方と
しての数学に触れてみてください。

瀬野 裕美 教授
（情報基礎科学専攻 情報基礎数理学）

行動生態学の視点から

講演4

SF映画「The Matrix」の世界は来るのか

私たちのあらゆる感覚と運動指令は活動電位と呼ばれる電気信号に変
換され、脳・神経系を駆け巡ります。この性質を利用して脳と機械を直接
接続するのが、ブレイン・マシンインタフェース技術です。しかし接続できる
のは「現実の物理世界」だけでしょうか？ 今回は、SFのような世界が実現
しつつある現状を考察します。

片山 統裕 准教授
（応用情報科学専攻 応用生命情報学）

BMIの視点から

講演6

長野 明子 准教授
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パネルディスカッション

「自分らしさとは？」
（人間社会情報科学専攻 人間情報学）

モデレータ

開場

開会の挨拶

講演1～3

講演4～6

パネルディスカッション

閉会

12：30

13：00

13：10～14：25

14：35～15：50

16：00～17：00

17：00

申込方法

www.is.tohoku.ac.jp/sympo/

ウェブサイトのお申し込みフォームに必要事項
（氏名、所属、連絡先）を明記のうえ、お申し込
みください。

あなたならどこに座りますか？

情報科学研究科情報科学研究科

南1

特設ウェブサイトで
質問・回答受付中！

青葉山駅北1
N




